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日 曜 行　　　事 下校時間

1 木 委員会活動
①～④　15：00
⑤～⑥　15：45

2 金 ハートフル・研究授業(5-1) ①～⑥　14：50

3 土

4 日

5 月 くまなび ①～⑥　15：00

6 火
全校朝会・ＳＣ(今井先生）来校
交通安全教室(４年)

①～②　15：00
③～⑥　15：45

7 水 ショート避難訓練・町探検(2年)
①～②　15：00
③～⑥　15：45

8 木 クラブ活動
①～③　15：00
④～⑥　15：45

9 金 安全点検・登校指導
①～③　15：00
④～⑥　15：45

10 土

11 日

12 月 くまなび ①～⑥　15：00

13 火 5時間授業・ＳＳＷ（大澤先生）来校 ①～⑥　15：00

14 水 5時間授業 ①～⑥　15：00

15 木 前期終業式・４時間授業・給食あり ①～⑥　13：50

16 金 秋季休業日（～10/18）

17 土

18 日

19 月 後期始業式・給食開始・くまなび ①～⑥　15：00

20 火
①～②　15：00
③～⑥　15：45

21 水 研究授業(4-1)・ハートフル ①～⑥　14：50

22 木 校外学習(1年)・委員会活動
①～③　15：00
④～⑥　15：45

23 金 校外学習(2年)
①～③　15：00
④～⑥　15：45

24 土

25 日

26 月
就学時健康診断
給食なし・ハートフル

①～⑥　11：40

27 火 ブロック集会
①～②　15：00
③～⑥　15：45

28 水 校外学習(4年）
①～②　15：00
③～⑥　15：45

29 木
①～③　15：00
④～⑥　15：45

30 金
①～③　15：00
④～⑥　15：45

31 土

○数字は学年

 「運動会(行事)を通して」 
校長  田島 孝志 

 

 ９月１９日（土）、天気が心配される中、令和２年度の運動会が無事に

行うことができました。多くの保護者の皆様に見に来ていただき、温かい

ご声援いただきありがとうございました。 

 今年度は例年になく準備期間が短く、児童も児童を指導する教員も運

動会成功に向けて準備が大変でした。物理的な時間も、児童の気持ち

の高まりについても。多くの行事が中止となっていましたので、運動会で

は、高学年、特に６年生の活躍の場をいかにつくるか、いかに活躍させる

かが大きなテーマでした。活躍の場を通してリーダーとしての成長を期待

したからです。半日の開催なのに応援合戦を取り入れたのはそのためで

す。 

 練習が始まったころは、先生方に「やらされている感」が強かったと思い

ます。開会式の練習を始めてみたとき、声の貧弱さや返事の貧弱さにが

っかりしました。そして運動会３日前の最後の開会式練習も同様でした。

声が響くのは低学年の声ばかり（特に１年生の返事は本当に素晴らしい

と思います）。校長の話の中で、少し語気を強め叱咤しました。練習終了

後、高学年の先生方は児童を残し、指導してくれました。全体が解散し

た後もしばらく練習の声が、学校に響いていました。高学年、特に６年の

児童も先生も自らを追い込んで努力してくれたようです。その後、子供た

ちは一皮むけ変わったように思いました。 

 行事はただやればいいのではなく、その活動を通して、子供と教師が一

体となって成長することが無くては意味がないと思います。最初は気が

乗らなくても、大人が妥協しない強さをもって、子供たちに努力をさせ本

気にさせ夢中にさせていく指導が大切なのではないかと考えます。子供

たちの心を揺さぶり、いろいろな思いを体験させて心の成長を促し、自信

を高めていく、そして集団として高まっていくことが行事の本質ではないか

と思います。最後の仕上げに、行事の終わった後「ほめる・努力をたたえ

る」というスパイスを大人が効かせることで、自尊心・自己有用感・満足

感・達成感をさらに高められたら最高です。 

 子供たちが真剣に夢中になっている姿をたくさん見られる学校であり続

けるため、努力してまいります。 

 

運動会、みんな頑張りました     R2.9.19 

  吉岡っ子体操で始まった運動会。応援合戦では今までにはない全校応援を

取り入れ、コロナ禍で登校できなかった時の思いや、友達と学校生活ができるよ

うになった喜びを表現しました。 赤組、白組、青組、どの組も６年生を中心にと

頑張りました。徒競走までは 3位の得点だった青組がブロック競技で大逆転し、

優勝しました。半日で短い時間の運動会でしたが、とっても素晴らしい運動会で

した。 

素晴らしい結果でした。美術展、科学展 
9月 11日に科学コンクール、9月 15日に身体障害者福祉のための美術展

審査が行われました。素晴らしい結果でしたので紹介します。 

科学ｺﾝｸｰﾙ：推薦賞 髙橋夏姫 髙橋莉乃｢西洋、日本どっちのミツバチ？」 

美術展   ：特 選  和田隆雅｢らい雨にふしぎ魚にふん火｣ 

                鳥淵竣太｢カタツムリの学校｣ 

          入 選  白塚仁子 茂木奏音 並木 快 松本海鈴 

                髙橋夏姫 山越柚葵 大谷萌夏 

 ※ほかにも作品を応募してくれた児童の皆さんもいます。 

資源ごみの回収について 
  各ご家庭及び地域の皆様の中には、資源回収用に新聞等をとっていただい

ている方もあるかと思います。今年度小学校では資源回収を行いませんが、

随時、新聞、アルミ缶、段ボール等の資源ごみを回収しております。いつでもお

受けいたしますので、学校にお持ちいただくか、場合によっては学校にお声掛

けいただければ対応いたします。どうぞよろしくお願いします。 

家庭でも Do、Don’tルール実践してみませんか  

今年度本校では、児童の将来にわたって生きる、自己肯定感などの非認

知能力の育成に取り組んでいます。その具体的な取組に「Doルール、Doｎ’ｔ

ルール」に各クラスで取り組んでいます。Doルールは「やるべきこと」、Doｎ’ｔ

ルールは「やってはいけないこと」です。ルールを守ることは非認知能力をは

ぐくむ土台となるからです。 

ルールつくりで大切なのは、①たくさん作 

らないこと②内容は年齢相応であること③大 

人が勝手に決めないことです。学校でも学 

年クラスに応じて、学級で話し合って決め 

ました。各ご家庭でも少なからずルールは 

あると思います。子供たちと話し合いながら、 

それを整理してみませんか。 

ルールをつくることで、子供に自信と達 

成感が日々得られるここと、自主性の伸長 

が図れること、親(大人)の対応がぶれなく 

なること、自制心が鍛えられることなど多くのメリットがあります。 

栄冠は青組に輝く 1 年生白組の玉入れ 

5 年生のルール 


